
Title 尿道平滑筋腫の2例

Author(s) 遠坂, 顕; 山崎, 彰; 広川, 信; 松下, 和彦; 朝倉, 茂夫

Citation 泌尿器科紀要 (1988), 34(11): 2041-2046

Issue Date 1988-11

URL http://hdl.handle.net/2433/119759

Right

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

Kyoto University



泌尿紀 要34:2041-2046,1988  2041
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TWO CASES OF URETHRAL LEIOMYOMA

Akira THOSAKA, Akira YAMAZAKI and Makoto HIROKAWA 

     From the Department of Urology, Fujisawa City Hospital 

                 (Chief: Dr. M. Hirokawa)

Kazuhiko MATUSITA 
From the Department of Pathology, Fujisawa City Hospital 

 (Chief: Dr. K. Matusita) 

Shigeo ASAKURA 

             From the Asakura Clinic

   Two cases of urethral leiomyoma are reported. Two Japanese women 39 and 28 years old 

presented with the complaint of a painless mass protruding from the anterior wall of urethra to 
urethral meatus. The mass was firm with associated condyloma acuminatum on its surface and 
was easily removed by surgical excision. 

   Sixty-four cases of urethral leiomyoma have been reported in Japan before the present cases. 
The majority of them were in females. The peak of incidence was in the 30 th to 40 th decade, 
suggesting the relationship of urethral leiomyoma to female sex hormones. No malignant devel-
opment has been described. 

   Judging from these findings, it appears possible to differentiate leiomyoma of urethra from 
caruncle, urethral prolapse or urethral carcinoma by careful inspection and palpation of a mo-
bile firm mass under epithelium. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2041-2046, 1988)

Key words: Urethra, Leiomyoma

緒 言

平滑筋腫の大部分は子宮筋腫であり,Farmanl)に

よると,全 平滑筋腫の95%以 上が女性の生殖導管を発

生母地とする.近 接した位置にあ りながら,尿 道平滑

筋腫は少ないが,尿 道に発生する非上皮性腫瘍 として

は最も多い.こ の点を考慮しつつ,最 近経験した尿道

平滑筋腫の2例 を報告する.

症

症例1:39歳,既 婚 女性

初診:1986年2月14日

例

主訴:外 陰部腫瘤

家族歴,既 往歴:特 記すべきことはない

現病歴:1986年1月 頃,外 尿道口の腫瘤に気付く.

当初,痛 みを少し感 じたとい う.時 折 り,出 血,排 尿

困難 少量の尿失禁もみられた.婦 人科を受診し,尿

道カルンケルの診断で泌尿器科を紹介された.な お子

宮筋腫が指摘されている.

現症:外 陰部の腫瘤は母 指頭大で,外 尿道 口上

縁より突出し,一 見,尿 道脱の ような外観を示 した

(Fig.1).表 面は一部乳頭状で,尖 形コンジR一 ムを

認めた.触 診上,弾 性硬で,圧 痛もなかった.そ の

他の身体所見に異常を認めず,全 身状態は良好であっ
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Fig.2.Case1:Amicroscopicpictureindica-

tingleiomyoma(H.E.,x70)

い.

摘 出標本:切 除した腫瘍は母指頭大で,ほ ぼ全体が

尿道粘膜に包まれているが,粘 膜との結合は弱い.粘

膜面に粘形コンジロームを認めた.

病理組織学的には尿道粘膜下の括約筋に連続して,

よく分化した平滑筋細胞が増生し,境 界明瞭な腫瘤を

形成 している。比較的新しい平滑筋腫で,尿 道括約筋

より発生したと思われる.さ らに粘膜下に炎症性の細

胞浸潤を認めている(Fig.2).

症例2:28歳,未 婚女性

初診:1986年10月31日

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴1右 乳房線維腺腫および右手首ガングリオン

摘出(21歳)

現病歴:1986年10月 下 旬より,尿 線の偏位がみら

れ,下 着が汚れやす くなっていたが放置していた.

そ の後,帯 下の増加がみられて婦人科 を受診,診

察で外陰部の腫瘤を指摘 され,泌 尿器科に紹介 され

た.

現症1尿 道前壁より発生した腫瘍は径約2.5cmで,

外尿道口と膣 口を覆っていた(Fig.3).腫 瘍を持ち

上げると外尿道口が確認でき,カ テーテルが挿入でき

た(Fig.4).腫 瘍 を包む尿道粘膜は浮腫状で肥厚し,

腫瘍は弾性硬で圧痛はない.そ の他の身体所見に異常

はなく全身状態は良好であった.

検査成績:一 般検査,IVP,尿 細胞診,膀 胱鏡検査

で異常を認めない.

手術所見と術後経過:腫 瘍は粘膜下に硬く触知さ

た.

検査成績 一般検査,IVP,尿 細胞診,膀 胱鏡検査

ともに異常を認めなかった.

手術所見と術後経過:尿 道前壁の腫瘍基部で尿道粘

膜を弧状に切開すると,腫 瘍は容易に周辺から剥離で

き,表 面を覆う粘膜とともに腫瘍 を摘出した.摘 出

後,粘 膜の断端を縫合 し,16Frバ ルーγ・カテーテ

ルを留置して手術を終了,術 後の経過は良好で,術 後

12日 目に退院した.退 院後14ヵ 月現在,再 発を認めな

rig.3.Casc2:Atumor

urethralmeatus
protrudingfrom
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Table1.Classificatimio£reportedbenignme-

senchymaltumorsoffemaleurethra

種 類 症 例(%)

平滑筋腫

線維筋腫

線維腫

血管腫

神経線維腫他

47

14

tt

8

s

(55)

(16)

(13)

(9)

(7)

小川 ら卸(1984)よ り引用

組織像をみた,

rig.s. Case2:Surgicalspecimencoveredwith

urethralmucosa

れ,腫 瘍の基部の尿道粘膜を環状に切開すると,周 囲

組織からの剥離は容易で,腫 瘍は簡単に摘出された.

術後の経過は順調で,術 後6El目 に退院 した.術 後6

ヵ月現在,再 発を認めない.

摘出標本:腫 瘍は2×2.6×3cmの 棍棒状で.重

さ7g,一 部粘膜で覆われているが,結 合は疎であっ

た(Fig.5).病 理 組織学的には,尿 道括約筋に連続

して平滑筋細胞の増生が あり,症 例1と ほぼ 同様 の

病変である.症 例1と 異な り,膠 原線維の増生した平

滑筋腫である(r;_,。6).粘 膜下の炎症像はほとんど

みられない,ま た,尿 道粘膜には尖形コンジロームの

考 察

女 性 の尿 道腫 瘍 は 比較 的 少 な い.坂 下 ら2)は,31年 間

に19例 の原 発性 女 子 尿道 腫瘍 を 同一 施設 で経験 し,そ

の内 訳 は良 性腫 瘍9例,悪 性 腫 瘍10例 で あ った.良 性

腫 瘍 の うち非 上皮 性腫 瘍7例 で,2例 が線 維 筋腫,1

例 が 平 滑筋 腫 で あ った.小 川 ら3)の 集計(Tablel)に

よる と,本 邦87例 の 女性 の非 上 皮 性 良性 尿 道腫 瘍 中,

47例 が 平滑 筋 腫,1}例 が 線 維筋 腫 で あ る.線 維 筋 腫

fiUromyomaは,病 理 学 的 に は膠 原線 維 を 多 く含 む,

平 滑筋 腫 で あ る こ とA)を 考 慮す る と,平 滑筋 腫 が 最 も

多 く,70%を 占め て い る.

尿道 周 囲 よ り発 生す る平 滑筋 腫 は,圧 倒 的 に女 性 に

多 くみ られ る.男 性 患 者 の報 告 例 は,Ohtaniら5)に

よる と2例 のみ で あ る.

女 性 の 尿道 周 囲 に発 生 す る平 滑筋 腫 は,欧 米 で の報

告 は少 な く,1979年 のM・opanらfi)の 報告 で16例,
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Profilesof18urethralleiomyomacasesreportedinJapanafterKakimoto's
collection(1984)13>

症例 報告者 年齢 主 訴 発 生 郎 大 き さc皿 重量.g文 献

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

谷

中

宮

小

井

井

播

宗

鍋

川

福

川

住

吉

前

松

自験例

自験例

川43

村33

前57

川30

川29

川34

本47

像53

倉41

口31

川49

原27

吉45

田23

田5i

尾36

39

28

急 迫 性 尿 失 禁

腫 瘤

外陰部腫瘤 ・圧痛 ・出血

外 陰 部 腫 瘤 出 血

外 陰 部 腫 瘤 血 尿

外 陰 部 腫 瘤

外陰部腫瘤 ・出血・排尿痛

外陰部腫瘤 ・出血・痔痛

外 陰 部 腫 瘤

外 陰 部 腫 瘤

外 陰 部 腫 瘤

外 陰 部 腫 瘤

外 陰 部

出

外 陰 部 腫 瘤

外 陰 部

外 陰 部 腫 瘤

外 陰 部

頻 尿

外 陰 部

異 物 感 後

腫 瘤 右 側

血 後

不 快 感 前

腫 瘤 膣 前

尿 失 禁 前

腫 瘤 膣 前

後

前

前

膣 前

後

後

後

右 側

前

前

前

壁

壁

壁

壁

壁

壁

部

壁

壁

壁

庭

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

3r5麗3.0罵2.8

3,0麗o.8翼o,8

5.5麗4e5麗2,5

2.Oxl.Ox1.0

3.5x3.5x3.0

3.Ox2.5x2.0

4.5麗3.7翼3.0

4.0麗4.0麗3.5

2.Oxl.8x且,2

3.5x3.Ox2.5

8.0翼7.0翼5.0

3.Ox2.8x2.5

8.4x5.Ox3.2

2.OxI.8xl.6

12x8.Ox6.5

2.7x2.2x2.0

16.5

3

33

iz

io

24.9

z

ll

125

io

86

3

340

2.Ox2.6x3.01

日 泌 尿 会 誌74=452.且983

日 泌 尿 会 誌74=且078.1983

日 泌 尿 会X74=1705.1983

泌房…舞己要30:且867一 且872.1984

臨 泌38:433-435,1984

同 上

日 泌 尿 会 誌75:697.1984

日 泌 尿 会 誌75:445.1985

日 泌 尿 会 誌76=765.1985

臨 泌40二655-667.1986

西 日 泌 尿48;298.ig86

西 日 泌 尿48=且179.1986

日 泌 尿 会X77=163.旦986

日 泌 尿 会X77:345.1986

日 泌 尿 会 誌77=1051.1986

西 日泌 尿49:905-907,1987

そ の後,EIIendt?),Lakes),Merrell9),Notolo)が そ

れ ぞれ1例 ず つ報 告 して いる.CampbelPsUrology

の 第5版ID(1986)で は,初 め て 『女性 尿 道 の平 滑 筋

腫』 が 記載 され た.こ の こ とか らも経 験 少 な い疾 患 で

あ る こ とが うか が え る.本 邦 で は,1979年,林 正 ら12)

が34例 を 集計 し,そ の後1984年 に垣 本 ら13)が14例 を 追

加 し48例 を検討 してい る.今 回,自 験例 を 含 め垣 本 以

降 の18例 を加 え(Table2),66例 の女性 尿 道 平 滑筋 腫

に つい て 検討 した.

年 齢分 布 は,19歳 か ら77歳 に わた り,平 均 年 齢 は

38.0歳,分 布 のpeakは30代 と40代 に あ る(Table3).

これ を子 宮 筋腫 例 の 手術 時 の年 齢 分布14)と 比べ る と,

尿 道 平 滑筋 腫例 のほ うが20代,30代 の若 年 層 の頻 度 が

や や 高 いが,閉 経 を迎 え る50代 か ら激 減 す る点 で類 似

して い る.

妊娠 中15),あ るい は妊 娠 中絶 後16)に 偶 然 発 見 され た

例,出 産 後 に腫 瘍 の増 大 した例17)や,月 経 開始 後 急激

に 腫瘍 が 増 大 し尿 閉 を きた した 例IA)な ど の報 告 が あ

る.こ の よ うな 症例 の存 在 は,性 差,年 齢 分布 の特微

と ともに,Shieldら19)の 示 唆 の ごと く,尿 道 平 滑筋

腫 が子 宮筋 腫 と同様 に14)女 性 ホル モ ン依 存 性 で あ る可

能 性 を示 して い る,

主 訴 に つ い てみ る と,外 陰 部腫 瘤 が70%で 最 も多

い.出 血 は24%,疹 痛 は12%で あ る。 尿 道 平 滑筋 腫 の

38%が 外 陰 部 腫瘤 のみ を主 訴 と し,他 の 自覚症 状 を 伴

Table3.

症例数

zs

20

15

io

5

Agedistributionofpatientwith

urethralleiomyoma

12

1

23
zi

5

平均38.0歳

(65例)

2i

Table4.

10203040506D7080 年齢

Incidenceofchiefcomplaintsamong

patientwithurethralleiomyoma

主 訴 例数(%)

外陰部腫瘤のみ

他の症状を伴 う外陰部腫瘤

出 血

痛 み

不快感 ・違和感

排尿困難

尿線の乱れ

尿 失 禁

そ の 他

25

21

16

8

7

5

3

3

2

(38)

(32)

(24)

(12)

(1D

(B)

(5)

(5)

(3)

っていない.排 尿困難,尿 失禁など排尿障害をみる例

は13%と 少ない(Table4).
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Table5,Sitesofleiomyomainfemaleurethra

発生部位 症例数(%)

尿進前壁

側壁

後壁

尿道膣中隔

握前壁

zi

s

xt

5

3

(38)

(11)

(38)

(9)

(5)

計 56

Table6.Weightdistributionofenucleated

urethralleiomyoma

症例数

15

io

5

14
13

7

21

最小2.1g

最 大340g

3

010203040506070

4

70 重 量(9)
もの

発生部位は尿道前壁,後 壁に多 く,側 壁に少ない

(Table5).女 性尿道の前壁中央付近は,平 滑筋を多

く含んだ靱帯(pubourethralligaments)で 恥骨と

強固に癒着している2。)自 験例では,2例 とも尿道の

ほぼ12時 の位置を中心に発生しており,puboureth-

ralligaments中 の平滑筋細胞が発生の母地の可能性

もある.

女性尿道の後壁は膣と密に接 してお り20),この付近

の腫瘍の正確な発生部位の確定は困難である.1972

年,武 本ら21)は,尿 道後壁部,尿 道膣中隔部,膣 前壁

部の腫瘍に傍尿道腫蕩という名称を使用した.そ れと

は別に,1980年,吉 岡ら22)の報告では,有 茎性に尿道

内へ発育するもの,お よび広基性に発育し手術時尿道

との剥離が困難なものを尿道平滑筋腫とし,広 基性に

発育し,手 術時尿道との剥離が容易なものを傍尿道平

滑筋腫と呼んで区別している.

最近では,ど ちらかの名称に統一しようとする報告

が多いが,尿 道前壁に発生したもので傍尿道平滑筋腫

とした例置5),膣前壁にあり尿道平滑筋腫と診断した

例23)などがみられ,定 義,用 語のうえで混乱をみてい

る.欧 米では,1976年 にCattolicaら2a)が"para-

urethralleiomyoma"を 提唱しているが,こ の名称

を使用した例はほとんどみられない,婦 人科の領域で

は膣筋腫と診断されてお り,小 西ら25)によると,膣 の

前壁に発生するものが多いとい う.腫 瘍が尿道を中心

に発生する場合,尿 道平滑筋腫という名称で統一する

2045

ことが,泌 尿器科領域では適当であると考xら れる.

摘出された腫瘍の重量は,最 小2.1gか ら,最 大

340gで,20g未 満のものが約60%を 占める(Table

6).

自験例では,症 例1が 子宮筋腫,症 例2が 乳房の線

維腺腫とい う,女 性ホルモンと関係の深い良性腫瘍を

合併している.報 告でも,子 宮腺筋症26),子 宮筋腫27)

を伴 った例がみられている.

また,自 験2例 とも尖形コンジロームを表面粘膜に

伴っていた.記 載のあるかぎりでは,同 様の例が1例

報告されている28).体 内に保護されていた尿道粘膜が

腫瘍によって体表に露出することも,こ のような病変

を伴 う一因であろう.

尿道平滑筋腫の診断は,尿 道平滑筋腫の知識があれ

ぽ視診と触診で容易である.視 診では,表 面が平滑の

腫瘤で粘膜は肥厚し浮腫状の感じで,触 診では,圧 痛

がなく核心があ るように硬く触れ るのが特徴的で あ

る.自 覚症状が軽微なこととあわせて,尿 道癌,カ ル

ンケル,尿 道脱との鑑別は生検によらなくともある程

度は可能である.

治療は,排 尿障害のない極く小さいものは放置して

よい.小 さな腫瘍は尿道粘膜を切開して腫瘍のみ摘出

する.大 きな腫瘍は腫瘍の基部で弧状に粘膜を切開

し,腫 瘍の表面を覆 う粘膜を含めて摘除する.後 部尿

道の平滑筋腫では,TURし た例7)も報告されている.

本症の予後は良好で,再 発は時に認められるが8・9),

悪性化したという報告はない.

結 語

尿道平滑筋腫の2例 を報告し,本 邦報告66例 につい

て検討した.

稿 を終 えるに当た り,ご 校閲を頂いた恩師大島博幸東京医

科歯科大学泌尿器科学教授 に深謝いた します.

木論文 の要 旨は第447回 日本泌尿器科学会東京地方会(1987

年2月)に て発表 した.
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